
木環の杜　四倉工場　操業

地域に必要とされる工場へ
株式会社木環の杜

代表取締役　安永　友充

福島の森林、価値向上へ
住友林業株式会社
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製材棟 加工棟

　東日本大震災時には、美しい海岸線だけでなく福島県内の森林に大きな影響が
及びました。震災から年、多くの方々のご尽力により福島県の森林整備が進め
られてきましたことに深く敬意を表します。
　四倉工場は、その豊かな森林から搬出される「木」を活かすことによって、地
域社会の皆さまから必要とされる工場となることを目指しております。「はじめ
る」から「かなえる」へ。今後、工場の本格稼働、また循環型社会実現への貢献
に向けて課題は多くございますが、我々も福島県のスローガンと同様、「ひとつ
ひとつ実現する」、木環の杜であり続けたいと考えております。

　住友林業グループは長期ビジョン「Mission TREEING 」のもと、国内
の森林や木材の価値を最大限に引き出す取り組みとして、持続可能な林業と木材
資源を有効活用する「木材コンビナート」構想の実現を目指しています。第一号
案件として、この四倉工場を開業できた事は、大きな一歩であり、この上ない喜
びです。
　福島県産材を安定的に「使う」役割を果たすとともに、「伐って、植えて、育
てる」という循環にも関わりながら、福島の森林の価値を高める一助となれれば
幸いです。

　「木環の杜　四倉工場」は、循環型
ビジネスの構築のため国産材の利活用
を推進する次世代の大規模製材プラン
トです。設計にあたり、製造ラインを
納める「無柱の大空間」の確保と、
「短工期」「コスト管理」の実現が最
大のテーマとなりました。
　昨今の建設業界における人員不足も
踏まえ、各棟の要求機能から最適解を
慎重に検討しました。，㎡超の製
材棟、，㎡に及ぶディメンション
・集成ラミナ加工棟において、各特性
に合致するシステム建築工法を多種多
様な中から適材適所で２種類を選択し
採用。計，㎡超の大空間を確保し
つつ、現場の省力化や工期短縮、コス
ト圧縮に努めました。
　さらに注力したのが、多数のプラン
ト設備との調整です。選木機や製材ラ

イン、大型乾燥機や加工ラインなど、
「建築とプラント」の取り合いは多岐
にわたりました。基礎やピット配置、
配管ルート等の複雑な納まりについて
関係各社と綿密な協議を重ね、設備の
要求仕様に建築側で柔軟に対応できる
よう一つひとつ調整を進めました。
　弊社は現在、脱炭素などＳＤＧｓを
見据えた環境対応にフォーカスし、本
事業の出資企業である住友林業さまと
も、木材活用を通じ環境と健康に貢献
する新たな建築を協業で推進していま
す。本事業の「国産材活用による森林
循環」というビジョンは弊社の取り組
みと深く共鳴するものです。関係各位
と一丸となって本拠点の完成に尽力で
きたことに、深く感謝申し上げます。
　株式会社熊谷組東北支店

設計グループ　部長　今井啓介

工程管理、品質で最適化
　
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
目
指
す
本
事
業
に
携

わ
れ
た
こ
と
は

私
個
人
と
し
て
も

一
技
術

者
と
し
て
も
大
変
感
慨
深
い
経
験
と
な
り
ま
し

た


　
工
程
管
理
に
お
い
て
は

ま
ず
製
材
棟
の
極

め
て
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ


ル
に
よ
る
先
行
引

渡
し
が
大
き
な
山
場
で
し
た

そ
の
後
の
建
築

工
事
と
機
械
据
付
作
業
が
輻
輳
︵
ふ
く
そ
う
︶

す
る
状
況
下
で
は

各
所
と
の
工
程
調
整
に
苦

慮
い
た
し
ま
し
た
が

﹃
高
品
質
な
施
設
を
一

日
も
早
く
稼
働
さ
せ
る
﹄
と
い
う
共
通
の
ゴ


ル
を
全
員
が
共
有
し
て
い
た
か
ら
こ
そ

こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま

す


　
ま
た
安
全
面
に
お
い
て
も﹁
完
全
無
災
害
﹂

で
の
完
工
を
掲
げ

協
力
会
社
の
皆
さ
ま
の
徹

底
し
た
安
全
意
識
と
ご
尽
力
に
よ
り

無
事
に

達
成
で
き
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し

誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す


　
熊
谷
組
・
住
友
林
業
・
加
地
和
組
・
渡
辺
組

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
作
業
所
長
　
湯
本
　
弘
二事務所棟

◇工　事　名　称／いわきプロジェクト建築工事
◇発　注　者／株式会社　木環の杜
◇設計・監理／株式会社熊谷組東北一級建築士事務所
◇施　　　工／熊谷組・住友林業・加地和組・渡辺組特定建設工事共同企業体
◇施　工　場　所／福島県いわき市四倉町字栗木作の他、芳ノ沢の他
◇敷　地　面　積／，．㎡、，．㎡
◇延　床　面　積／製材棟，．㎡、加工棟，．㎡　事務所棟．㎡
◇構　　　造／Ｓ造：製材棟、加工棟、Ｗ造：事務所棟、付属棟
◇建　物　用　途／工場、事務所
◇工　　　期／年月日～年月日

　写真提供：熊谷組、住友林業

原木ヤード
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